
広報あしきた　1 2023．9

広
報 ❾月号月号

No.223No.223

20232023



2023．9 2広報あしきた　3 広報あしきた2023．9

　
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で

８
月
25
日（
金
）
４
年
ぶ
り
と

な
る
、
芦
北
町
戦
没
者
追
悼
式

が
行
わ
れ
、
先
の
大
戦
な
ど
で

犠
牲
と
な
ら
れ
た
１
２
５
２
柱

の
戦
没
者
の
御
霊
を
追
悼
し
ま

し
た
。

　

竹
﨑
町
長
は
式
典
で「
５
月

に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
熊
本

県
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々

全
員
を
町
に
招
待
し
、
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
私
た
ち
に

で
き
る
平
和
の
た
め
の
行
動
は
、

些
細
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
行

動
に
移
す
こ
と
で
、
平
和
を
願

い
訴
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

遺
族
会
を
代
表
し
て
和
田
邦
仁

さ
ん（
箙
瀬
）
が
追
悼
の
言
葉

を
捧
げ
、「
平
和
へ
の
願
い
」
と

題
し
白
濱
紗
恵
さ
ん（
田
浦
中

３
年
）
が
作
文
を
発
表
し
ま
し

た
。

　
午
後
か
ら
は
、
陸
上
自
衛
隊

第
８
音
楽
隊
の
演
奏
会
が
行
わ

れ
、
葦
北
鉄
砲
隊
の
歌
や
テ
レ

ビ
で
人
気
の
楽
曲
な
ど
が
演
奏

さ
れ
、
訪
れ
た
約
４
０
０
人
の

観
客
を
目
と
耳
で
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

▲式辞を述べる竹﨑町長

平
和
へ
の
誓
い

平
和
へ
の
誓
い

戦
後
戦
後
7878
年年

▲白濱紗恵さん（作文発表） ▲吟道八河流光陽会による献詠 ▲和田邦仁さん（追悼の言葉）

▲陸上自衛隊第８音楽隊による演奏

湯浦地区地域優良賃貸住宅建設工事安全祈願祭

　
８
月
４
日
（
金
）「
湯
浦
地
区
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
建
設
工
事
安
全

祈
願
祭
」が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、町
が
新
た
に
子
育
て

世
代
の
移
住
定
住
の
促
進
を
目
的

と
し
て
、湯
浦
地
区
に
整
備
す
る

も
の
で
、当
日
は
町
、施
工
業
者
ら

約
50
人
が
参
加
し
、工
事
期
間
中

の
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

　

竹
﨑
町
長
は
「
令
和
２
年
豪

雨
災
害
か
ら
の
復
旧
が
進
ん
で
き

て
、や
っ
と
通
常
事
業
が
動
き
出
し

ま
し
た
。新
た
な
住
宅
を
整
備
し

て
定
住
を
促
進
し
、湯
浦
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」と
述
べ
ま

し
た
。な
お
、本
住
宅
は
来
年
夏
に

完
成
し
、秋
頃
に
入
居
が
始
ま
る

予
定
で
す
。

▲工事期間中の安全を祈願する関係者

工事期間中の安全を祈願

球磨川芦北町宅地かさ上げ事業着工式

　
８
月
26
日
（
土
）旧
吉
尾
小
学

校
体
育
館
で
「
球
磨
川
芦
北
町
宅

地
か
さ
上
げ
事
業
着
工
式
」が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、令
和
２
年
７
月
豪
雨

で
被
災
し
た
球
磨
川
流
域
の
治
水

対
策
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、国

土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
が

事
業
実
施
に
際
し
開
催
し
た
も
の

で
、当
日
は
、国
、県
、町
な
ど
の
関

係
者
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
国
交
省
森
戸
義
貴
九

州
地
方
整
備
局
長
が
「
被
災
地
に

寄
り
添
い
な
が
ら
球
磨
川
流
域
の

早
期
の
復
旧
復
興
に
引
き
続
き
職

員一同
取
り
組
ん
で
い
く
」と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
竹
﨑
町
長
は
「
幾
度
と
な
く
二

度
と
同
じ
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。こ
の

宅
地
か
さ
上
げ
事
業
は
紛
れ
も
な

く
こ
の
言
葉
を
実
現
さ
せ
る
事
業

で
あ
り
、避
難
生
活
か
ら
再
建
へ

と
導
く
光
明
と
な
ら
ん
こ
と
を
強

く
願
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、同
事
業
は
白
石
、箙
瀬
、

小
口
、鎌
瀬
の
４
地
区
で
実
施
さ

れ
、２１
棟
の
家
屋
等
が
最
大
1.5

メ
ー
ト
ル
程
度
か
さ
上
げ
さ
れ
る

計
画
で
す
。

▲かさ上げ事業着工式で「鍬入れ」する式典出席者ら

令和２年７月豪雨災害からの復興「安心して暮らせる地域」へ

▲完成予想イメージ（木造２階建、１５戸）
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まちまちののわだいわだい

　町内４地区で開催された「復興まつり」その様子をフォトリポートでお届けします〜♪

あしきたの夏祭り 

丸米ふるさとまつり丸米ふるさとまつり古石夏まつり古石夏まつり

まちまちののわだいわだい

　薩摩街道佐敷宿交流館「桝
ます
屋
や
」を管理するあしきた七

浦会が、佐敷川で精霊流しを行いました。
　住民ら約３０人が参加し、明かりを灯した灯籠を浮か
べ故人をしのびました。同会代表の倉永淳一さんは「そ
れぞれの想いがこもった灯籠が故人をしのぶとともに、
日本固有の文化である灯籠流しを今後も続けていきた
い」と話しました。また、同会の松原久美子さんは「風
が強くて少し心配しましたが、今年も無事に灯籠を川面
に浮かべ火をともすことができました」と話しました。

▲ 追慕の光が川面を照らし流れる

▲ 海岸の清掃をする参加者（鶴ヶ浜海水浴場）

　８月２６日（土）鶴ヶ浜と御立岬の両海水浴場で海岸
清掃がありました。これは、ふるさとのきれいな川や海
を健全な姿で次世代へ継承していくために県が実施して
いる「くまもと・みんなの川と海づくりデー」の一環と
して行われたものです。当日は約１５０名の参加者が、
1 時間ほど作業に汗を流し、６００㎏のごみを回収しま
した。今回初めて参加した川添新二さん（桑原）は「今年、
初孫が生まれる予定です。生まれてくる孫にこの綺麗な
海を残したいとの思いで参加しました」と話しました。

故 人 悼 む 淡 い 光  精 霊 流 し

海 も 心もきれ い に   海岸清掃活動

内野ふれあい祭内野ふれあい祭女島夏まつり女島夏まつり

2023　SUMMER

フォトリポート

　芦北町で開催される夏の恒例イベント「ビーチバレー
in くまもと」が９月９日（土）、１０日（日）の２日間
にわたり、鶴ヶ浜海水浴場を会場に開催されました。
　４つの部門に県内外から１８５チーム６６２人が参
加。太陽の照り返しが強いコートで、選手たちは砂まみ
れになりながらボールを追いかけていました。
　1日目はタレントの間寛平さんが、２日目は熊本県出
身の女優坂ノ上茜さんが開会式に登場し、試合前の会場
を盛り上げました。また、葦北鉄砲隊の演武が大会に花
を添えました。（大会の模様は 9/23 ㊏ 14：35 から TKU で放送）

第36 回 マルちゃんカップビーチバレーin くまもと
夏の芦北で灼熱の戦い

葦北鉄砲隊も演武で選手を歓迎 ビーチフラッグ大会での１コマビーチフラッグ大会での１コマ

大　会　結　果
男子２人制　　　優勝　鎮西学院      ( 長崎県： 高校生)
男子４人制　　　優勝　豆　　柴      ( 福岡県： 一般）
男女混合４人制　優勝　緑のたぬき   ( 八代市： 一般）
　　　　　　　  優勝　From 百道   ( 福岡県： 一般）
女子４人制　　　優勝　熊商サボリン ( 熊本県： 高校生）
　　　　　　　  優勝　純真高校D   ( 福岡県： 高校生）

※男女混合４人制・女子４人制は、天候悪化により決勝戦 
　が行われなかったため、各２チームが１位となります。
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藤井瑞希杯小学生バドミントン大会

　
第
9
回
藤
井
瑞
希
杯
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
８
月
19

日
、
20
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
行

わ
れ
、
九
州
各
県
は
も
と
よ
り
、

遠
く
は
千
葉
県
か
ら
参
加
し
た

約
４
８
０
人
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
ロ
ン
ド
ン
五
輪

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
藤
井
瑞
希
選
手

の
功
績
を
讃
え
、
２
０
１
４
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

な
ど
の
影
響
で
、
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ

ブ
ル
ス
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
髙
橋

礼
華
さ
ん
も
出
席
。
2
人
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
は
、

エキシビションでプレーする選手たちエキシビションでプレーする選手たち

第 ９ 回

　大会に参
加した子ど
もたちには、
勝ち負けより
も『上手にな
りたい』『も
っと強くなり
たい』とい
う気持ちを

持ち帰ってもらい、今後に生かして
ほしいと思っています。練習では継
続することが力になることも忘れない
で、取り組んでほしいと思います。

継続することが力になる

藤井　瑞希 さん

北の大地、北海道で開催されたインターハイで活躍した芦北町の選手たちをご紹介

インターハイ

アーチェリー米田

四国で開催された全国中学校体育大会で活躍！

第５位（個人戦）　

（左から２人目）

八代清流高校（アーチェリー）
３年 米田　涼

り ょ う か

花 さん
芦北高校（空手道）

３年 石山　隼
はやと

 さん
八代清流高校（ホッケー）

３年 坂井　光
ひかる

 さん　　２年 川尻　一
い ち か

翔 さん

芦北高校（相撲）
２年 林田　大

や ま と

和 さん

鈴木琉
る

生
い

さん（１年）

芦北高校　新体操　団体：第3 位　個人総合：第６位（木下 直生 さん）　

松園利
り

玖
く

さん（３年）

山田夢
ゆう

斗
と

さん（１年）

大竹野 翌
あきら

さん（２年）

上野大
や ま と

和さん（１年）

下田 隆
りゅう

毅
き

さん（１年）

木下直
な

生
お

さん（３年）

嶋田希
み の り

慶さん（３年）

八代東高校（バドミントン）
２年 緒方　煌

こ う

 さん

2023全国高校総合体育大会

2023全国中学体育大会

大
会
中
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
り
、
写
真
を一緒
に
撮
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
全
試
合
終
了
後
に
行
わ
れ
た
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ

チ
で
は
、
６
年
生
の
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
上
位
入
賞
者

と
髙
橋
さ
ん
が
ダ
ブ
ル
ス
を
組
ん
で
試
合
を
実
施
。

　
藤
井
さ
ん
が
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
な
が
ら

試
合
が
進
行
さ
れ
、
観
戦
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、

真
剣
な
表
情
で
プ
レ
ー
す
る
選
手
ら
を
見
守
っ
て
い

ま
し
た
。

▲選手宣誓する牧川実
み
愛
あ
選手（KTジュニア）

JKAトレジャークラブ（相撲）
佐敷中２年 戸田　勇

は や と

翔 さん　佐敷中３年 吉本　陽
よ う へ い

平 さん
芦北海王塾（空手道）

２年 新村　莉
り く

來 さん　３年 木川　愛
め い

唯 さん　１年 米良　夏
な つ み

海 さん

高い打点からスマッシュを打つ選手高い打点からスマッシュを打つ選手

東京で開催された全国中学生空手道選手権大会で活躍！
第３１回 全国中学生空手道選手権大会

大 会 結 果
１年 以下混合単   優勝 堀口　祈莉（植柳ジュニア）

２年 男子単         優勝 遠藤　貴裕（Progress Jr.）

２年 女子単　　　優勝 内村　彩咲（三船ジュニア）

３年 男子単　　　優勝 梅北　冬真（RKR）

３年 女子単　　　優勝 辻野　心　 （M−BACE）

４年 男子単　　　優勝 坂田剣士朗（東部Jr.）

４年 女子単　　　優勝 萩原　綾奈（TJ 宮崎）

５年 男子単　　　優勝 山﨑　淳人 （不知火ジュニア）

５年 女子単　　　優勝 藤　杏那   （トリッキーズジュニア）

６年 男子単　　　優勝 田中　大智（M−BACE）

６年 女子単　　　優勝 田中　萌花（羽遊人ジュニア）

※各部門の優勝者
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コンビニ交付が始まります! 令和 　 年度　まちまち・ひとひと・しごとしごと創生寄附活用事業
　　　　　　　　（企業版ふるさと納税）寄附実績について

ご寄附をいただきました企業の皆さま、誠にありがとうございました。
　本町では令和2 年度から、「まち・ひと・しごと創生寄附活用事業（企業版ふるさと納税）」の取り組みを行っています。
　令和４年度は４社から合計１１，３００千円のご寄附を賜り、本町の地方創生に資する事業に大切に活用させていただ
きました。

令和４年度寄附の状況

企 業 名 所在地 寄附活用事業

株式会社佐藤 
代表取締役　佐藤　征勝　様

熊本県
①暮らしを支える
　基盤をつくる株式会社京浜サプライズ

取締役　西村　守正　様
宮城県

株式会社コクユー
代表取締役社長　渡邊　泰博　様

熊本県
②活力と雇用を
　つくる

非公表　1 社 ー
③地域の魅力を
　つくる

４

寄附活用事業
① 暮らしを支える基盤をつくる
　芦北町すまい支援事業補助金（２６，６６０千円）
　R2.7 豪雨災害の被災者が住宅を再建する際や洪水
浸水想定区域内で住宅を新築する際に、嵩上げ工事な
どを実施した場合に交付。５４件の実績。　

② 雇用と活力をつくる
　芦北町果樹振興対策事業補助金（６，１９３千円）
　農業者の経営安定及び負担軽減を図り、担い手の確
保を実現するため、果樹農家に対して設備導入や苗
木、資材などの導入を支援。２０３件の実績。

③ 地域の魅力をつくる
　御立岬公園内に昨年度オープンしたキャンプ場の
維持管理に必要な備品を購入。（２，５７０千円）
　キャンプ場の維持管理を常時適切・効果的に行う
ことが可能となり、年間を通して快適なキャンプ体験
を提供することが可能になりました。

※令和５年度も「芦北町まち・ひと・しごと総合戦略」に基づく事業
　について、企業の皆さまからのご寄附を受け付けております。

あ な た の 思 い も つ な ぐ

事　業　承　継
熊本県事業承継・引き継ぎ支援センター開設

　当センターは国が設置した公的な事業承継支援機
関です。後継者問題や事業引き継ぎに関するさまざま
な悩みに専門家が対応します。
　相談は無料で、秘密は厳守します。　

◦日時　毎週金曜日　１３：００〜１７：００
　　　　※事前に予約が必要。また、日時は変更にな 
　　　　　る場合があります。事業所へ訪問しての 
　　　　　相談も承ります。
◦場所　水俣商工会議所

＊申込・問い合わせ先　熊本県事業承継・引継ぎ支援センター　☎０９６（３１１）５０３０

　当センターは、後継者問題や事業承継に関する公
的支援機関として、平成２７年から運営しています。
　事業承継は、特に中小企業や小規模事業者の経営
者の高齢化が進むなかで重要な経営課題となってい
ます。

事業承継者の声
　本町で本事業を活用して、ゲストハウスの事業を承
継された方にお話を伺いました。

前オーナー
山口　賢司 さん

　建物を取り壊すのはもったいな
いと考えていましたし、なによりた
くさんの人に親しまれたゲストハウ
スを残したい気持ちが大きかった
ので、センターへ相談しました。良
い人へ引き継いでもらえて、妻と共
に安心しました。

現オーナー
前田　一徳 さん（中央）

　前オーナーのゲストハウスへの思
いや愛がとても溢れており、承継者と
して、そのようなお気持ちも大切にし
つつ、新たに多くの人たちが交流でき
る場所へと進化させ、観光の拠点と
なるような施設にしていきたいと考
えています。

マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニエンスストアなどで、
住民票の写しや印鑑登録証明書、所得証明書などが取得できるようになります。

１０月２日

 スタート！!

取得できる証明書 手数料 利用可能時間 利用できる店舗
住民票の写し

３００円
午前6 時30 分から午後11 時

（土日祝利用可）
※１２月２９日から１月３日を除く

◦セブンイレブン
◦ファミリーマート
◦ローソンなど
※マルチコピー機が設置されている
　店舗のみ

住民票記載事項証明書
印鑑登録証明書
所得証明書
所得（課税）証明書

（町県民税課税台帳記載事項証明書）
※コンビニ交付に必要なもの▶︎① マイナンバーカード　② 手数料
　　　　　　　　　　　　　  ③ マイナンバーカードの交付時等に設定した利用者証明用電子証明書の暗証番号（４桁）
※詳しいことについては、町ホームページをご覧ください。

＊問い合わせ先　住民生活課 総合窓口係　内線（１４３・１４４）

調査員がお伺いします

令和５年住宅・土地統計調査

　１０月１日を基準日として、令和５年住宅・土地統計調査が実施されま

す。調査をお願いする世帯には、９月下旬から調査員がお伺いしますの

で、調査へのご理解とご協力をお願いします。

　なお、この調査では、便利なインターネット回答を推奨しています。

　スマートフォン、タブレット端末にも対応していますので、ぜひご利用

ください。

＊問い合わせ先　企画財政課 復興創生推進室 復興まちづくり係　内線（２５２・２５３）

使用期限がすぎていませんか？

住 宅 用 火 災 警 報 器
　平成２３年６月１日から、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられ、１２年が経過しました。
　住宅用火災警報器の使用期間は、設置から１０年程度といわれており、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで
火災を検知しなくなる場合がありますので、ご自宅の火災警報器の確認をお願いします。

▼点 検 方 法
・点検ボタンを押すか点検紐を引いて動作の確認を行ってください。

　※１０年以上経過している場合は、
　　交換を推奨しています。

正常な場合
「ピーピーピー」「ピーピーピー火事です」「正常です」
電池切れの場合

「ピッ・・・ピッ・・・」「ピッ・・・電池切れです」
故障の場合

「ピッピッピッ・・・ピッピッピッ・・・」「ピッピッピッ・・・故障です」

＊問い合わせ先　総務課 危機管理防災室　内線（２１１・２１８）

※写真は事業承継した「N THREE 社」の３人兄弟で前田一閣さん（左）前田一暢さん（右）



2023．9 10広報あしきた　11 広報あしきた2023．9

お 知 ら せ
季節性インフルエンザ予防接種費用を助成します！

助成対象者
（ 町内に住所がある人で生後６か月以上 ）

定 期 接 種 任 意 接 種
65 歳以上 60 〜64 歳

一定の障がい者 60 〜64 歳 19 〜59 歳 生後6 か月
　　〜18 歳

（１）芦北町・水俣市・津奈木町
　 の契約医療機関での接種

自己負担額 1，300 円 ２，３００円 無料
予診票 各医療機関にあります

（２）広域化接種（定期接種のみ対象）
（１）以外の契約医療機関での接種

自己負担額 1，300 円

予診票 　　健康増進課・田浦支所
　　各出張所で交付

（３）助成事業
　（接種前後の手続きが必要）
　（１）、（２）以外

助成限度額 3，300 円 ２，３００円 4，600 円

予診票 健康増進課でのみ交付

接種を希望する人は、事前に医療機関に予約し12 月末までに接種してください。
その他の予防接種との接種間隔には十分ご注意ください。
接種医療機関や接種時の年齢などにより自己負担額や手続き方法が異なります。
◦助成対象者　生後６か月以上の人
◦期　　　間　令和５年10 月1 日（日） から 令和５年12 月31 日（日） まで（ただし医療機関の診療日に限ります） 
※契約医療機関については町HP をご確認ください。
※契約医療機関以外で接種する場合は、健康増進課で接種前後の手続きが必要です。
※６０歳以上で、生活保護被保護者の人は、健康増進課、田浦支所、各出張所で事前手続きが必要です。

＊問い合わせ先　健康増進課 健康づくり推進係　（内線１３２、１３３）

令和５年度から１９歳以上５９歳以下の人も助成の対象となりました

ひとり歩きの高齢者... 認知症の人かも
地域の目で高齢者のひとり歩きをサポートしましょう

誰もが、目的を持って外出しても、ふとした時に道を誤って帰り道がわからなくなることがあります。
本人や家族が対策しているとしても「地域の目」は大きな助けになります。
時には命の危険にもつながりますので、みんなで声をかけ合いましょう。

認知症相談窓口

　「予防するにはどうしたらいいのかな」「どうやって対応したらいいのかわからない」
といった疑問やお悩みがありましたら、下記相談窓口までお気軽にご連絡ください。

◦芦北町地域包括支援センター
　☎︎（８６）２２７０
◦熊本県認知症コールセンター
　☎︎ ０９６（３５５）１７５５　

◦芦北町役場福祉課介護高齢者福祉係
　☎︎（８６）２２７０
◦若年性認知症の電話相談
　☎︎ ０８００（１００）２７０７

・普段見かけない人が困ったように歩いている

・季節に合わない服装、パジャマのまま、裸足のまま

・わき目もふらず一目散、またはキョロキョロしている

・険しい表情、ボーッとした表情に見える

・車道を歩いている、路肩に座り込んでいる

再
就
職
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
再
就
職
を
考
え
て
い
る
人
の
中
に
は「
パ
ソ
コ
ン
の
壁
」

を
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
人
に
基
本
操
作
か
ら
学
び
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し

て
再
就
職
に
一
歩
踏
み
出
す
お
手
伝
い
を
す
る
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。

◦ 

日　
時　
11
月
６
日
（
月
）
〜
11
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　

 　
　
　
　

  （
※
土
、
日
除
く
）

　
　
　
　
　

 

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
※
12
時
〜
13
時
ま
で
休
憩
）

◦ 

場　
所　
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
（
旧
水
俣
高
校
）

◦ 

受
講
料　
無
料

◦ 

内　
容　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　

 

の
基
本
操
作

◦ 

対
象
者　
水
俣
・
芦
北
地
域
に
在
住
の
人

◦ 

定　
員 

20
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◦ 

申
込
締
切　
10
月
20
日
（
金
）

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
水
俣
・
芦
北
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
　
　
☎︎
（
８
２
）
５
５
７
２

障
害
者
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
障
害
に
関
係
な
く
、
希
望
や
能
力
に
応
じ
て
、
誰
も
が

職
業
を
通
じ
た
社
会
参
加
の
で
き
る
共
生
社
会
実
現
の
た

め
に
企
業
で
雇
用
す
る
障
害
者
の
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

◦ 

令
和
６
年
４
月
か
ら
▼
２・５
％
（
４
０
人
ご
と
に
１
人
）

◦ 

令
和
８
年
７
月
か
ら
▼
２・７
％
（
３
７・５
人
ご
と
に
１
人
）

　
障
害
者
の
募
集
、雇
用
管
理
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
俣
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
俣

　
　
　
☎︎
（
６
２
）
８
６
０
９

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
募
集

　
令
和
６
年
度
の
宝
く
じ
助
成
事
業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

住
民
が 

自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促　

進
を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自
治
意
識
を
盛　

り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活　

動
に
直
接
必
要
な
設
備
等
（
建
築
物
、
消
耗
品
は
除
く
）　

の
整
備
に
関
す
る
事
業
。

◦ 

助
成
額　
１
０
０
万
円
〜
２
５
０
万
円

　

 

整
備
例
▼
公
民
館
備
品
、
テ
ン
ト
、
放
送
設
備
、

　
　
　
　
　
エ
ア
コ
ン
設
備
、
視
聴
覚
機
器
な
ど

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

　
住
民
の
行
う
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
住
民
の
需

要
の
実
態
に
応
じ
た
機
能
を
有
す
る
集
会
施
設
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
自
治
会
集
会
所
等
）
の
建
設
ま
た
は

大
規
模
修
繕
、
及
び
そ
の
施
設
に
必
要
な
備
品
の
整
備
に

関
す
る
事
業
。

◦ 

助
成
額　
対
象
と
な
る
総
事
業
費
の
５
分
の
３
以
内

　

 

に
相
当
す
る
額
。
た
だ
し
、
上
限
１
，
５
０
０
万
円

◦ 

申
請
窓
口　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
課
生
涯
学
習
係

◦ 

申
請
期
限  

令
和
５
年
９
月
29
日
（
金
）

※
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
条
件
や
留
意
事
項
が
あ

り
ま
す
。 

申
請
期
限
に
関
わ
ら
ず
、必
ず
事
前
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
助
成
の
決
定
等
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
い
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
課 

生
涯
学
習
係

　
　
　
☎︎
（
８
２
）
２
２
１
３

ひ
き
こ
も
り
理
解
の
た
め
の
講
演
会

　
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
ご
本
人
、ご
家
族
、関
心
の
あ
る
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦ 

テ
ー
マ　
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
回
復
と
は

◦ 

講　
師　
大 

橋 

史 

信　
氏

◦ 

日　
時　
10
月
7
日
（
土
） 

　
　
　
　
　

 

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

◦ 

場　
所　
桜
十
字
ホ
ー
ル
や
つ
し
ろ

◦ 

参
加
費　
無
料

　
※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
こ
こ

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
３
８
６
）
１
１
７
７

行
政
書
士
無
料
相
談
会
の
開
催

◦ 

相
談
内
容

　

 

①
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る
こ
と

　
　
（
建
設
業・運
送
業・風
俗
営
業・開
発・農
地
転
用
な
ど
）

　

 

②
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益
法
人
等
の
法
人
設
立
に

　
　
関
す
る
こ
と
。

　

 

③
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と
。

　

 

④
内
容
証
明
書
・
契
約
書
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

◦ 

電
話
相
談　

　

 

・
日　
時　
10
月
２
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

 

・
場　
所　
熊
本
県
行
政
書
士
会
館

　

 

・
電　
話　
０
９
６
（
３
８
５
）
７
３
０
１

◦ 

街
頭
無
料
相
談
会

　

 

・
日　
時　
10
月
25
日
（
水
）・
26
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
両
日
共
に
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

　

 

・
場　
所　
鶴
屋
百
貨
店
本
館
７
階　

　
　
　
　
　
　
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー 

レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
県
行
政
書
士
会

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
３
８
５
）
７
３
０
０
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SNS で情報発信中

協 力 隊 を 卒 業 し ま す ！
　 今 年 の 1 0 月 で 芦 北 町 に 来 て か ら 丸 3 年 に な り 協 力 隊 の 任 期 も 終 わ り と
な り ま す 。任 期 終 了 後 は 芦 北 町 に そ の ま ま 残 り 大 野 地 区 の 農 事 組 合 に て 農
業 を し な が ら キ ャ ン プ 場 を 運 営 し て い き ま す 。引 き 続 き 地 域 の 方 々 と 関 わ
ら せ て い た だ き な が ら 暮 ら し て い き ま す 。

図書館図書館
  新着図書紹介  新着図書紹介

絵本の読み聞かせ絵本の読み聞かせ
開催日　第２日曜日
時　間　① 11：00　② 14：00
場　所　子どもの広場

　
一般図書
児童書
絵本
合計
蔵書総数

108 冊
13 冊
19 冊

140 冊
59,209 冊

新着図書数新着図書数　　月分月分  99

だより

　
わ
た
し
達
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
草
花
を
目
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
普
段
見
慣
れ
て
い
て
も
、
名
前
を
知
ら
な

い
草
花
は
意
外
と
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
展
で
は
、「
花
の
名
前
（
き
ん
れ
ん
か
）」
や
「
ま
む
し
草
」
な

ど
、日
常
的
に
目
に
す
る
こ
と
の
多
い
草
花
の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
季
節
の
常
設
展
で
は
、「
あ
け
び
」
や
「
彼
岸
花
」
な
ど

秋
を
テ
ー
マ
と
し
た
果
物
や
草
花
の
詩
画
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◀
作
品
紹
介　
花
の
名
前
／
１
９
8
６
年

特
別
展
『
花
の
名
前
』／
季
節
の
常
設
展
『
秋
』開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
月
29
日
（
金
）
〜

〇
特
別
展
『
日
常
と
会
話
』
／
季
節
の
常
設
展
　『
夏
』　

　
　
期　
間　
９
月
24
日
（
日
）
ま
で

　
※
９
月
25
日（
月
）か
ら
28
日（
木
）ま
で
は
、収
蔵
庫
の
燻
蒸
の
た
め
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

　火· 木· 金　9：00 〜 18：00
　水　　　　9：00 〜 20：00
　土· 日· 祝　9：00 〜 17：00

利用時間利用時間（月曜休館）

マガジンリサイクルフェアマガジンリサイクルフェア
保存期間の過ぎた雑誌をお譲りします。

（9/30 ㈯ から 10/9 ㈷ まで）

おすすめの新着図書おすすめの新着図書 著　者著　者 出版社出版社
九州の名城を歩く　熊本・大分編 岡寺　良／編 吉川弘文館

コロナ漂流録 海堂　尊 宝島社

ChatGPT120% 活用術 ChatGPTビジネス研究会 宝島社

健康診断で「運動してますか ?」と言われたら最初に読む本 朽木　誠一郎 KADOKAWA

ニホンという病 養老　孟司 日刊現代

キレイはこれでつくれます MEGUMI ダイヤモンド社

NHK が悩む日本語 NHK 放送文化研究所 幻冬舎

釣り上達のコツ 「小学生の釣り」編集室
メイツユニバーサ

ルコンテンツ

転生したらスライムだった件　20 伏瀬 マイクロマガジン社

ふわふわ 村上　春樹 講談社

　「読書芸人」として知られるヒコロヒーさんが『ア
メトーーク！』（テレビ朝日系）で紹介し話題となった
本書。宇宙ステーションに地球チームの一員として
乗り込んだあなたが宇宙人に遭遇。宇宙人が繰り出
す突拍子もない質問に答えていくうちに、宇宙で必
要となる科学知識や宇宙的思考法が、自然と理解で
きる体験型科学読み物です。その日が来ても、来な
くても、読めば世界の見え方が一変するはずです。

全宇宙で共通の教養を身につけよう
高水　裕一／著　講談社

宇宙人と出会う前に読む本
図書館司書おすすめの本

芦北町いきいき活動レポート
楽しく介護予防

　65歳以上の皆さんの、楽しく活動していたら気づけば介護予防につながっている「いきいき活動」について
　今月号は「芦北町いきいき活動表彰と奨励金の交付要件」をご紹介します。
　介護予防ポイントは申請時の活動報告をもとに付与されます。
　みなさんの活動は該当しませんか？また、お友達グループでいきいき活動を始めてみませんか？

お問い合わせ　福祉課 介護高齢者福祉係（☎内線155）

　介護予防ポイントをひとり100 ポイント以上集めて申請しよう！

毎月楽しく活動する

年１回、町の健診に行く

定期的に通院する

   毎 月
7P or 4P

55P

10P

・7 ポイント▶︎いきいき百歳体操
・4 ポイント▶︎趣味活動・ボランティア活動・茶話会など

・集団健診・個別検診・人間ドッグなど

・持病がない場合は、介護予防活動に対する感想・意見などでポイント付与

いきいき活動の開催頻度に応じてグループに奨励金あり！

〇
特
別
展
『
花
の
名
前
』
／
季
節
の
常
設
展
『
秋
』

　
　
期　
間　
９
月
29
日
（
金
）
か
ら
12
月
10
日
（
日
）
ま
で　

　
開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
休
館
日　
第
2
・
4
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

ですが...
あの大町が

協 力 隊

卒業するってよ！

な ん で 農 業 ？
　 初 め て 大 野 地 区 に 来 た 時 に 、田 ん ぼ が 広 が る の ど か な 風 景 が と て も 素 敵 で 感 激 し ま し た 。こ こ で 犬 の 散 歩 を
す る の が 毎 日 心 地 よ い で す 。農 業 を す る こ と で 、こ の 景 色 を 維 持 す る こ と に 少 し で も 貢 献 し て い き た い で す 。
ま た 、空 気 が 美 味 し く 心 地 よ い 風 が ふ く と こ ろ で 汗 を か い て 体 を 動 か す の が 好 き で 、農 作 業 を し て い る 地 域 の
と て も 元 気 な お じ ち ゃ ん ・お ば ち ゃ ん と 話 す の も 好 き で す 。

「 芦 北 町 」の 好 き な と こ ろ
◦ 自 然
　 自 分 が 小 さ い 時 は ヘ ド ロ が あ り ヒ ル が い る 川 で 遊 ん で い ま
し た 。そ の 川 に 比 べ て 、芦 北 町 の 川 は サ ワ ガ ニ ・イ モ リ ・ア ブ
ラ メ ・ハ ヤ ・ヤ マ メ ・ホ タ ル が い て キ レ イ な の で 天 国 み た い な
環 境 で す 。ま た 夜 の 犬 の 散 歩 で 出 会 え る キ レ イ な ★ 星 空 ★ に
日 々 癒 さ れ ま す 。
◦ ヒ ト
　 都 会 は 人 が た く さ ん い ま す が 人 と の 距 離 は 遠 い で す 。芦 北 町
は 人 は 多 く あ り ま せ ん が 、人 と の 距 離 は 近 い で す 。地 域 の 子 ど
も か ら 年 配 の 方 ま で 気 楽 に 話 し て く れ ま す の で 、の び の び 暮 ら
せ て い ま す 。

な ん で キ ャ ン プ 場 ？
　 大 野 地 区 は キ レ イ な 川 ・山 が あ り 豊 か
な 自 然 に 囲 ま れ て い ま す 。そ の 環 境 に あ る
キ ャ ン プ 場 を 利 用 し て い た だ い て お 客 様
に 喜 ん で い た だ け る の が と っ て も 嬉 し い で
す 。キ ャ ン プ 場 を 通 し て 、大 野 地 区 を 好 き に
な っ て く れ る 人 が 増 え る よ う に し て い き た
い で す 。ま た 、芦 北 町 は 海 が 有 名 で す が 、近
い 距 離 で 素 敵 な 海 ・山 ・川 を 全 て 楽 し め る の
が 芦 北 町 の 一 番 の 強 み だ と 思 っ て い ま す 。
海 だ け で は な い 芦 北 町 の 山 ・川 の 素 晴 ら し
さ を キ ャ ン プ 場 を 通 し て Ｐ Ｒ す る こ と で 、
よ り 芦 北 町 を 好 き な 人 が 増 え て く れ れ ば い
い な と 思 っ て い ま す 。
最 後 に . . .
　 よ そ の 地 域 か ら 来 た 自 分 を 温 か く 受 け 入 れ て く だ さ り 、3 年 間 楽 し く 過 ご せ ま し た 。
　 芦 北 町 に 来 て よ か っ た で す 。あ り が と う ご ざ い ま し た 。今 後 と も よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。
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子育て支援センター  （10 月の行事）

  3 日（火）森のおはなし会（絵本の読み聞かせ）
  5 日（木）①いただきます（園のごはんを食べます）
  9 日（祝） 　 ②パパと一緒に SUP 体験
　　　　　　 （大人 1 人、子ども 1 人で 1 組）

12 日（木）③リラックスヨガ
20 日（金）④ベビーマッサージ
26 日（木）⑤いただきます（園のごはんを食べます）
27 日（金）⑥親子クッキング
31 日（火）⑦身体測定・誕生日会

《田浦保育園》

利用時間  毎週 月曜日〜金曜日
　           9：00 〜 12：00/13：00 〜 15：00
＊問い合わせ先　☎︎（87）0034

《あしきた・まちのこども園》

11 日（水） コミュニティセンターへ行こう

17 日（火） 絵本の読み聞かせ

20 日（金） 秋を楽しもう（どんぐりひろい）

26 日（木） 身体測定・お誕生会

◦ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー は 未 就 園 児 と 保 護 者 な ら 誰 で も 利 用 で き ま す。（一 時 預 か り も 行 っ て い ま す）
◦ 子 育 て 仲 間 づ く り や 情 報 交 換 に お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い。

利用時間  毎週 月曜日〜金曜日
　           9：30 〜 12：30/14：30 〜 16：30
＊申込・問い合わせ先　☎︎（82）3044

児童館からのお知らせ（10 月の行事）

「牛乳パックで小物入れを作ろう！」
▶︎日時　10 月 7 日（土）13：30 〜 15：30
▶︎内容　牛乳パックに好きな飾りを付けて、小物
　　　　入れを作ります。
　利用時間　毎週 火曜日〜日曜日 10：00 〜 18：00

＊問い合わせ先　芦北児童館　☎︎（82）3036

「湯北秋祭り！」
▶︎日時　10 月 22 日（日）10：00 〜 16：00
▶︎内容　湯北公民館と湯浦児童館で秋祭りを実施
　　　　 します。　
　利用時間　毎週 火曜日〜日曜日  10：00 〜 18：00

＊問い合わせ先　湯浦児童館　☎︎（86）0074

芦北町・八代市・氷川町
定住自立圏連携イベント情報

芦北町・水俣市・津奈木町
広域連携イベント情報

　新ショウガの販売やセグウェイ・キックボード体験、
ステージイベントなどが開催されます。香り豊かな新
ショウガと秋の東陽を満喫ください。
▶︎日　時　10 月 22 日（日）8：30 〜 14：40
▶︎場　所　石橋公園芝生広場・道の駅東陽
▶︎問い合わせ　東陽しょうが祭運営委員会事務局　　
　　　　　　　☎︎ 0965(65)2111

「道の駅」竜北ウォーキング 2023
参 加 者 募 集氷川町 水俣市 水俣ローズフェスタ・秋2023開催

　今年も８００種５千株のバラが見頃を迎えます。期
間中は、バラの苗販売やエコバラちゃんの登場、イル
ミネーションの点灯など、楽しいイベント盛りだくさ
ん！ ぜひ、お越しください♪
▶︎期　間　10 月 28 日（土）〜 11 月 12 日（日）
▶︎場　所　　　エコパーク水俣バラ園　　　　　　　
▶︎問い合わせ　ローズフェスタ実行委員会事務局
　　　　　　　（水俣市役所観光スポーツ戦略課内）　

　　　　　　　☎︎ (61）1629

　つなぎ美術館が 2009 年以降に収蔵した現代アート
の中から、淺井裕介、下道基行、中村賢次、今田淳子、
富田直樹、大平由香理、加茂昂、篠塚聖哉、柴川敏之、
武内明子の作品を展示します。
▶︎期　間　〜 11 月 19 日（日）
▶︎場　所　つなぎ美術館　３階展示室
　　　　　（葦北郡津奈木町大字岩城 494）
▶︎観覧料　一般 500 円、高校・大学生 400 円、
　　　　　小・中学生 300 円　※各種割引あり　
▶︎問い合わせ　つなぎ美術館　☎︎（61）2222

津奈木町
　つなぎ現代アートコレクション展2023

《芦北児童館》 《湯浦児童館》

八代市 　東陽しょうが祭開催

※ ①〜⑦ 要予約　①⑤ 先着３組　②③④⑥先着５組

【
自
然
地
名
】

　
先
月
号
で
白
岩
、
白
石
は
石
灰
岩

が
採
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
付

け
ら
れ
た
地
名
と
記
し
ま
し
た
が
、

大
字
鶴
木
山
で
も
以
前
は
石
灰
岩
が

採
掘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鶴
木
山
は
か
つ
て
鶴
の
飛
来
地

（
鶴
来
山
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

付
け
ら
れ
た
地
名
と
す
る
説
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
鶴
が
餌
と
す
る
稲

の
二
番
穂
や
カ
エ
ル
、
バ
ッ
タ
を
食

べ
る
た
め
の
田
畑
が
地
区
内
に
は
多

く
な
い
こ
と
か
ら
、
鶴
の
飛
来
地
か

ら
で
は
な
く
、
石
灰
岩
の
白
い
岩
肌

を
鶴
の
群
れ
に
見
立
て
て
地
名
と
し

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
町
内
に
は
鶴
木
山
以
外
に
も
鶴
地

名
が
多
く
あ
り
、
鶴
田
（
大
字
田

浦
）
や
鶴
掛
（
大
字
大
尼
田
）、
梅

木
鶴
（
大
字
丸
山
）、
湯
ノ
鶴
（
大

字
吉
尾
）
な
ど
小
字
だ
け
で
24
も
あ

り
、
特
に
大
字
大
岩
に
は
向
鶴
、
茶

木
鶴
、
塩
鶴
、
桑
鶴
、
松
ノ
鶴
と
５

つ
も
鶴
が
付
く
小
字
が
あ
り
ま
す
。

　
鶴
（
ツ
ル
）
地
名
の
場
所
は
、
細

く
曲
が
っ
た
鶴
の
首
の
よ
う
に
小
さ

い
川
が
曲
が
っ
て
い
る
場
所
に
多
く

見
ら
れ
、
弓
の
弦
、
植
物
の
蔓
と
同

じ
く
、
ツ
ル
は
細
く
曲
が
っ
た
も
の

を
指
す
言
葉
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
昭
和
53
年
に
ヒ
ッ
ト
し
た
歌
謡
曲

「
坊
が
つ
る
賛
歌
」
で
有
名
な
、
大

分
県
の
九
重
連
山
に
あ
る
湿
原
坊
ガ

ツ
ル
に
も
小
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
ツ
ル
地
名
に
は
鶴
や
津

留
の
当
て
字
が
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
す
が
、
鹿
児
島
で
は
地
名

に
上
水
流
（
カ
ミ
ヅ
ル
）
や
水
流
田

（
ツ
ル
タ
）
の
よ
う
に
水
流
の
文
字

が
多
く
使
わ
れ
、
ま
さ
し
く
川
の
流

れ
を
言
い
表
し
て
い
る
地
名
と
言
え

ま
す
。
ツ
ル
地
名
は
、
川
の
ほ
と
り

で
人
が
生
活
し
や
す
い
土
地
で
し
た

が
、
一
方
で
洪
水
時
に
は
水
害
に
遭

う
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
号
か
ら
は
、
そ
の
土
地
で
起

こ
っ
た
災
害
に
由
来
す
る
可
能
性
が

あ
る
地
名
を
紹
介
し
ま
す
。

（
文
責　
芦
北
町
教
育
委
員
会　
深
川
裕
二
）

地
名
の
お
話
し 

⑬

芦

北

短

歌

会

炎
天
下
畑
の
中
の
草
を
取
る
禅
の
境
地
に
な
れ
な
い
我
は
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才
田
　
明

彼
方
か
ら
移
動
さ
せ
た
い
い
わ
し
雲
酷
暑
つ
づ
き
の
立
秋
の
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
み
の
ぶ

曾
孫
描
く
朝
顔
花
火
に
か
き
氷
色
鮮
や
か
に
我
を
な
ぐ
さ
む
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居
　
静
子

　
名
も
知
ら
ぬ
草
に
花
あ
り
炎
暑
中
ひ
そ
と
咲
き
い
て
道
の
辺
に
揺
る
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
泰
子

病
お
し
亡つ

　ま夫
の
友
人
訪
ね
来
ぬ
思
い
出
話
に
時
を
忘
れ
て
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
野
真
紀
子

日 常 の 書

松 﨑 秀 子

町 民 講 座
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白く石灰岩が露出している鶴木山の採掘跡地

　氷川町の秋を歩いて楽しむ「道の駅」竜北ウォーキ
ングが今年も開催されます。竜北公園をスタート・ゴ
ールに、古墳群を回る 5km コース、立神峡を楽しむ
12.5km コースの 2 つのコースで参加者を募集します。
▶︎日　時　　　11 月 5 日（日）受付 8 時〜出発 9 時
▶︎場　所　　　竜北公園（憩いの広場）
▶︎参加費　　　大人 2,000 円　高校生以下 1,000 円
▶︎申込方法　　申込書（氷川町ホームページよりダウ
　　　　　　　ンロード）を FAX・郵送にて
▶︎申込締切　　10 月 20 日（金）
▶︎問い合わせ　「道の駅」竜北ウォーキング実行委員会
　　　　　　　☎︎ 0965(62)2311
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火事と救急は119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は110番
芦北警察署　☎（82）3110安 安 心全

だより
安

芦 北
消防署

　 沿 岸 警 備 に ご 協 力 を！芦 北
　警察署

　芦北警察署は、沿岸犯罪、沿岸事故等を未然に防止するため、毎年、沿岸警備協力会の会員の方々と合
同で沿岸パトロールを行っています。

非 常 持 ち 出 し 品 の 確 認 を！
　夏から秋にかけて、日本に上陸する台風が増えてきます。
　避難する際の「非常持ち出し品」を確認しておきましょう。
　非常持ち出し品は、原則としてリュックサックに入る分量が目安となります。
　持ち出しやすいところに保管し、すぐに避難できるよう準備しておきましょう。　

イベント・当番医カレンダー
9/20 水
21 木 ・秋の全国交通安全運動（〜 9/30）

22 金
23 土 ・百崎内科医院
24 日 ・芦北とりかい眼科
25 月
26 火
27 水
28 木
29 金

30 土 ・演能会
・田浦小、湯浦小運動会

10/1 日 ・竹本医院
・佐敷小、大野小、内野小運動会

2 月
3 火
4 水
5 木
6 金
7 土
8 日 ・芦北クリニック
9 月 ・松本医院
10 火
11 水
12 木
13 金
14 土
15 日 ・井上医院 / 井上病院
16 月
17 火
18 水
19 木
20 金
21 土

22 日 ・篠原医院
・手ぬぐい祭（湯浦）

23 月
24 火
25 水

花岡西
乙千屋
諏訪
天月

R5.8.1 〜 8.31 受付分（敬称略）受付件数 4 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報室までご連絡ください。

宏輔
元樹

知佳良
弘祐

　８.　１

　８.　４

　８.　９

　８. １９

　

村元　映
は づ き

月
才松　一

い ち ご
冴

塔尾　波
は く ら
玖羅

陣内　絃
い と は

羽

　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　  　  区

女
男
男
女

お誕生おめでとう

人 口　　　１５，３８０人　 （−６３）
男 　　　　７，３１２人　 （−２７）
女 　　　　８，０６８人　 （−３６）

65歳以上　　　　７，１７５人　 （−２０）
世 帯 数　　　　６，９４６世帯（−１８）

人口のうごき（R5.9.1 現在）（　）内は前月比

今月の表紙　葛（クズ）

マメ科マメ亜科クズ属
　北海道から九州まで、日本各地に分布していま
す。　「根」は葛粉として和菓子や洋菓子の原料とし
て用いられ、また、風邪薬の「葛根湯」の原料となり
ます。辺りでは花の甘い香りが漂っていました。

特別警戒活動

不審な船や車を見かけたら110 番

海上、陸上パトロール活動 海難事故対応

広報キャンペーン

主な活動をご紹介

・非常用食品（乾パン、クラッカー等）
・飲料水
・持病の薬、常備薬、お薬手帳
・感染防止関係（マスク、除菌シート等）
・下着、タオル類
・日用品（歯ブラシ、ウェットティッシュ等）
・懐中電灯
・携帯ラジオ
・貴重品、身分証明書
・現金（小銭）
・ごみ袋

上記はあくまで一例になりますので、各自必要に応じて準備してください。

非常持ち出し品の例

  
９１ 
８４
９１
９２
６８
８７
９４
９２
７７
６８
６８
９８
８３
９７
６２
７４
９１
８３
９１

  ９０
８４
７５
８８
９３
９４

１０２
７５

湯浦北
永谷

田浦２
道川内西
湯浦北

井牟田２
計石東
市野瀬
東告

花岡西
海浦２
市野瀬
新町

大川内西
白岩
米田

花岡北
田浦町２
鶴木山
海浦２

道川内西
花岡東
白岩
田川
白木
白岩

田浦町１

  ７. ３１
  ８． ２
  ８.　３
  ８． ３
  ８． ５
  ８． ５
  ８． ６
  ８.　８
  ８． ９
  ８．１０
  ８．１０
  ８. １１
  ８. １１
  ８. １３
  ８. １３
  ８. １５
  ８. ２１
  ８. ２１
  ８. ２２
  ８. ２２
  ８. ２２
  ８. ２４
  ８. ２８
  ８. ２８
  ８. ２９
  ８. ２９
  ８. ３０

R5.8.1 〜 8.31 受付分（敬称略）受付件数 31 件

　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　     区　

 道木　秋義
 田口　ツユ子
 福島　腆
 迫口　幸子
 下田　和也
 宮本　久人
 遠山　ハルエ
 坂梨　タエ子
 鎌倉　政義
 川崎　京子
 松本　勝美
 一戸　ハルエ
 鶴坂　隆治
 磧　ヨシ子
 仲田　智子
 鳥江　正志
 立岡　マサ子
 大塚　勝子
 宮本　兼人
 波口　長義
 松下　征支
 松本　浩育
 山﨑　タツエ
 山下　トミエ
 木村　フミ子
 坂本　ヨシ子
 西尾　幹雄

ご冥福をお祈りします
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